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環境NGO が実施する野外ロックフェスにおける環境対策活動に参加したことをきっかけ

に、NPO・NGOの分野に参加。26歳から若者による社会参加を推進する「NPO ezorock」 

代表理事に就任。最近は、地域のこと3分の1、若者のこと3分の1、NPOのこ

と3分の1を実施中。

＃ボランティア ＃NPO・NGO
＃社会教育・公民館 ＃環境問題
＃若者・次世代 ＃地域づくり
＃ソーシャルビジネス？
＃野外フェス関係のTシャツしか着ません

NPO法人北海道NPOサポートセンター理事(戦略担当)

→ NPOを支える中間支援組織、道の施設(市民活動促進センター)を運営、

NPO法人北海道グリーンファンド(理事)

→ 日本初の市民による風力発電を設置。合同会社北国熱源社共同出資

認定NPO法人ポロクル(理事)

→ サイクルシェアリングポロクルの展開 ※現場管理はezorockが運営

ほか、NPO ipledge、合同会社machicen、大学非常勤など

主な兼職



やっていること、やってきたこと

・RISING SUN ROCK FESTIVALの環境対策活動「Earth Care」統括責任者（20年以上）

・日本有数の過疎地域と言われる旧浜益村(現石狩市)の地域循環共生圏づくり(10年程度)

・地域づくりや社会課題に取り組むプロジェクトの創出(おそらく100以上？)

・主に20代の若者が社会問題に関わる機会の創出（20年以上）※社会教育、大学連携

・社会課題や地域づくりをテーマにした相談(NPO、起業、地域おこし協力隊、10年以上)

・地域おこし協力隊のフォローアップ・サポート（たぶん300人以上）

・関係人口の創出と地域づくり（主な地域：石狩、鷹栖、栗山、厚真、標津、湧別etc）

・NPOや地域づくりの中間支援(5年程度)

・災害支援(東日本大震災：釜石、ふくしまキッズ、熊本地震・災害、北海道胆振東部、能登)

良く担う役目は、何か「と」何かの間での調整役。





日本最大級の野外ロックフェス

「RISING SUN ROCK FESTIVAL(RSR)」
のごみ問題から生まれたNPO法人



第一回目は、会場のいたるところで、ごみの問題が噴出。

「北海道のフェスは、北海道の人たちの手で」
2000年から活動開始。



約25年が経過。今では…

「ポイ捨ての見られない、参加型のフェスに」



約7万人の来場者を巻き込むためのメッセンジャー

毎年、約200名のボランティアスタッフとともに









活動に参加する若者が、
社会の問題を自分ごとに





①人を集める力

②現場をコーディネートする力、

③活動を通して若者がエンパワーメント

(成長していく)していく力

が、”結果的”に見につき、組織の大きな特徴に。



NPO法人ezorockは、若者が社会課題や

地域課題に取り組む機会を作り出している団体です

が

自分の生き方を見つける団体でもあります。



野外ロックフェスの環境対策活動
「Earth Care」



生ごみからじゃがいもへ RSRオーガニックファーム



自転車×まちづくり サイクルシェアポロクルの運営



過疎×若者 地域に若者が関わる仕組みづくり



地域に関わる人たちのためのゲストハウス
「はまますベース」



エゾシカ皮の活用プロジェクト EZO WOLF STORY



大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト



地域循環型のエネルギーづくり
薪割プロジェクト「NINOMIYA」



そして、災害時には、支援活動に



NPO・団
体

青年層を中心とする
プロジェクトチームの集まりと

コミュニティ

企業行政
地域・若

者

パートナーシップ

入
会

○NPO法人 ezorock
青年のアイディアとパワー
の提供

○パートナー
活動資金や知識、
ネットワークなどの提供

例）国立公園の環境保全

例)フェスの環境対策 例)サイクルシェアの運営例)空き家の活用

例）地域の若者との連携

若者が社会に参加するしくみをつくってます。



活動に参加した若者の

人生に大きく影響した一言



●会員約450人、コアメンバー約100～150人、現場300回/年以上、会員が参加する会議の数500回？

● 2週間に一度の定例会議が重要(ほぼ総会のようなもの)

→プロジェクトに参加する会員ならだれでも参加可能。議題を出すのもOK。

youtubeの限定公開して配信。民主的な意思決定。(議論の末、最終的に多数決になっても、少数派が最後に発言する機会を設ける)

※興味深い議題例：代表の白髪について、LGBTQのイベントへの協賛の件

● 2・3月は、各プロジェクトメンバーが事業計画をつくり、定例会議に提出。

→フィードバックを受けて、修正、次年度の計画をまとめ、5月の総会へ

●情報は、基本的にみんなのもの。専用SNSですべてのやり取りが見える。

→情報の格差を生む構図は、参加の機会を奪ってしまうため

●基本的に誰でも参加OK。

→ただし若者の主体性と社会性を育む組織なので、40代以上は、会費が一気に高くなる。若者中心。

●旅費は基本的に団体持ち。

→会員組織ということと、できるだけ機会を平等に。

特徴的な部分 「NPOらしい、参加型の組織を目指しています」
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